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に
す
る
と
み
な
し
税
率
が

低
い
。 
５
％
か
ら
10
％
に

増
税
さ
れ
れ
ば
、
単
純
計

算
で
現
在
支
払
っ
て
る
税

額
の
倍
に
な
る
。
値
上
げ
は

で
き
な
い
し
売
上
が
上
が
る

見
込
み
も
な
い
中
で
10
％

へ
の
増

税

は
死

活

問

題

だ
！
」と
、
話
題
に
な
り
ま

し
た
。 

 

民
商
で
は
、
消
費
税
増
税

反
対
署
名
を
集
め
て
い
ま

す
。
野
田
政
権
は
、
国
民
の

60
％
以
上
が
反
対
し
て
い

る
、
消
費
税
10
％
増
税
を

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
10
％
も
増
税
さ
れ
た

ら
私
た
ち
の
商
売
・暮
ら
し

が
潰
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
手
元
に
あ
る
増
税
反
対

署
名
を
ご
自
身
だ
け
で
は

な
く
、
知
人
や
近
所
の
方
に

も
お
願
い
し
て
、
た
く
さ
ん

の
反
対
の
声
で
消
費
税
増

税
を
止
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

 

２
月
９
日
（
木
）
北
区
各
界
連
の
取
り
組
み
と
し
て
、
区
内
全
域
を
巡

る
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
は
３
団
体
４
名
、
民
商
か
ら
は
２

名
が
参
加
。
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
宣
伝
行
動
と
な

り
ま
し
た
。 

消費税増税に反対の声をと訴え 

 

 

スライドを使って解り易く説明 

 

２
月
10
日(

金)
北
区
革
新

懇
主
催
の
学
習
会
が
東
京
土

建
北
支
部
会
館
で
開
催
。
参

加
者
は
40

名
で
民
商
か
ら

は
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
城
西
大
・明
治
学

院
大
兼
任
講
師
で
キ
ュ
ー
バ

滞
在
暦
19
年
の
進
藤
通
弘

氏
を
招
き
、「米
国
か
ら
自
立

し
て
社
会
変
革
す
す
め
る
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
―
中
南
米
カ

リ
ブ
海
諸
国
の
共
同
体
の
前

進
―
」と
題
し
た
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

講
演
内
容
は
、
南
米
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
で
は
、
１
９
７
０
年

代
か
ら
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ

し
た
軍
人
た
ち
が
採
用
さ

れ
、
軍
事
政
権
が
新
自
由
主

義
政
策
を
先
駆
的
に
実
行
し

て
き
ま
し
た
。
80
年
代
に
は

い
る
と
国
家
財
政
の
安
定

化
、イ
ン
フ
レ
の
抑
制
、貿
易
の

自
由
化
、
金
融
の
自
由
化
に

重
点
が
お
か
れ
経
済
は
後
退

し
（失
わ
れ
た
10
年
）、
さ
ら

に
90

年
代
に
な
る
と
生
活

関
連
イ
ン
フ
ラ
の
企
業
ま
で

民
営
化
さ
れ
派
遣
社
員
・バ

イ
ト
社
員
と
い
う
雇
用
体
系

に
よ
り
生
涯
賃
金
が
低
下
し

貧
困
人
口
の
増
大
・所
得
格

差
の
一
層
の
拡
大
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
社
会
福
祉
も
低

下
し
大
多
数
の
国
民
が
社
会

の
発
展
か
ら
排
除
さ
れ
ま
し

た
（絶
望
の
10
年
）。 

 

こ
の
新
自
由
主
義
政
策
の

悲
惨
な
結
果
と
の
決
別
の
た

め
、
社
会
運
動
だ
け
で
な
く

新
自
由
主
義
政
策
を
厳
し

く
批
判
す
る
政
治
勢
力
は
１

９
９
８
年
以
降
多
く
の
国
民

の
支
持
を
得
て
政
権
を
獲
得

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・カ
リ
ブ

海
の
経
済
統
合
は
着
実
に
進

み
２
０
０
５
年
12
月
か
ら
は

新
自
由
主
義
反
対
・米
国
か

ら
の
自
立
大
統
領
候
補
は

17

勝
７
敗
４
引
き
分
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
か

ら
距
離
的
に
近
い
中
南
米
カ

リ
ブ
海
諸
国
は
、
今
ま
で
ず
っ

と
ア
メ
リ
カ
の
干
渉
に
耐
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
も
う

こ
れ
以
上
干
渉
さ
せ
な
い
と

同
じ
ラ
テ
ン
系
の
民
族
同
士

が
新
自
由
主
義
に
よ
っ
て
破

壊
さ
れ
た
経
済
主
権
・国
民

生
活
を
回
復
し
経
済
・社
会

発
展
か
ら
排
除
さ
れ
た
国
民

を
再
度
包
摂
し
よ
う
と
力
強

く
立
ち
上
が
っ
て
い
る
様
子

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
と
、
現
在

の
中
南
米
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

情
勢
と
新
自
由
主
義
が
も
た

ら
し
た
社
会
崩
壊
か
ら
の
凄

ま
じ
い
脱
出
劇
を
と
て
も
分

か
り
や
す
く
話
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。 

鈴
木
事
務
局
員 

 

【参
加
者
の
感
想
】 

  

２
月
10
日
講
師
・進
藤
通

弘
に
よ
る
「米
国
か
ら
自
立

し
て
社
会
変
革
す
す
め
る
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
」に
つ
い
て
、
学

習
・懇
談
会
に
参
加
し
ま
し

た
。 

 

新
自
由
主
義
か
ら
の
脱
却

を
目
指
す
動
き
は
、
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
全
域
に
広
が
り
、
ア
メ

リ
カ
の
軍
事
的
、
経
済
的
な
干

渉
に
も
め
げ
ず
、
各
国
が
共
同

し
て
、
こ
れ
を
排
除
。 

 

新
自
由
主
義
で
疲
弊
し
た

経
済
の
立
て
直
し
を
行
な
っ
て

い
る
実
態
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
面
白
い
と
思
っ
た

の
は
、
ア
ジ
ア
で
は
何
故
各
国

が
ま
と
ま
れ
な
い
の
か
？
の
質

問
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国

は
ま
ず
言
語
に
共
通
性
が
あ

る
（主
に
ス
ペ
イ
ン
語
）、そ
の
た

め
文
化
に
も
共
通
性
が
あ
る
。 

 

だ
か
ら
上
手
く
行
く
。
と
の

こ
と
で
し
た
が
、さ
ら
に
、国
際

紛
争
な
ど
で
は
武
力
に
よ
ら

ず
、政
治
的
な
解
決
を
図
る
よ

う
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
日
本

人
の
よ
う
に
物
事
を
突
き
詰

め
る
の
で
は
な
く
、
楽
天
的
な

民
族
性
が
役
に
立
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。 

 

ア
ジ
ア
、
特
に
日
本
で
は
「新

自
由
主
義
」の
呪
縛
か
ら
抜
け

出
せ
な
い
で
い
ま
す
が
、
そ
の

点
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
見

習
い
た
い
も
の
で
す
。 

滝
野
川
支
部
・鈴
木
貫
一 

 

こ
の
日
、弁
士
に
立
っ
た
鳥

居
事
務
局
長
と
税
理
士
法

人
・第
一
経
理
の
千
葉
秀

蔵
代
表
が
「
増
税
は
消
費

税
を
転
嫁
で
き
な
い
中
小

業
者
の
営
業
を
破
壊
す
る

も
の
だ
、
私
た
ち
の
商
売
と

く
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
署

名
や
増
税
反
対
行
動
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
」「消
費
税

増
税
し
な
く
と
も
財
源
は

あ
り
ま
す
！
下
げ
続
け
て

き
た
法
人
三
税
を
消
費
税

導
入
前
に
戻
す
だ
け
で
…
」

と
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
道
行
く

人
に
訴
え
ま
し
た
。 

 

先
日
、
料
飲
業
者
の
多
い

赤
羽
志
茂
岩
支
部
の
役
員

会
で
は
、
「料
飲
業
は
フ
ロ
ア

に
人
を
雇
わ
な
い
と
商
売

に
な
ら
な
い
。
か
と
い
っ
て
人

件
費
は
消
費
税
の
経
費
に

は
な
ら
な
い
し
、
簡
易
課
税

第一経理・千葉社長も 

 第 180 通常国会が６月 20 日

まで開催。今国会の最大の争

点は「社会保障と税の一体改

革」、消費税の大増税です。全

国の仲間と共に国会議員要請

行動を行いますので、積極的

にご参加ください！ 

２月２２日（水）１２時  

衆議院会館内集合 

※打合せ後に議員要請  

消費税導入前の１９８８年と現在を比べると… 
 会社員の医療費自己負担…１割→３割へ 

 老人医療の自己負担…月額８００円→１割又は３割負担 

 国民年金保険料…月額７７００円→１５０２０円に！  

 特 養 老 人 ホ ー ム 待 機 者 … ２ 万 人 → ４ ２ 万 人 に ！    

「福祉目的税に…」とか「復興財源に」なんて 
 言われても、もう騙されないぞ！ 



料
金
も
会
社
ご
と
に
契
約

す
る
必
要
が
無
く
、
基
本

料
・使
用
料
共
に
入
居
者
で

分
担
す
る
形
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
経
費
節
約
に
も
な
る

と
の
事
で
し
た
。 

 

２
軒
目
は
多
摩
川
の
土
手

沿
い
に
位
置
す
る
㈱
東
亜

さ
ん
。精
度
を
要
す
る
加
工

も
旧
式
の
機
械
で
難
な
く

こ
な
す
匠
で
す
。
周
辺
の
環

境
変
化
や
情
勢
に
よ
る
仕

事
の
変
化
な
ど
を
話
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。 

 

３
軒
目
は
㈲
エ
ス
エ
ス
ケ
イ

の
佐
々
木
さ
ん
。佐
々
木
さ

ん
は
蒲
田
民
商
副
会
長
も

務
め
る
金
属
加
工
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
。
こ
の
日
は
大
田
区

工
業
展
と
重
な
り
、
多
忙

な
中
、
対
応
し
て
下
さ
い
ま

お
知
ら
せ 

◆
会
内
な
ん
で
も
相
談
会 

 

経
営
・
く
ら
し
の
な
ん
で
も 

 

相
談
会
で
す
。
毎
週
木
曜 

午
後
２
時
～ 

 

◆
金
融
相
談
会
虹
の
会 

 

第
１･

第
３
水
曜 

 

２
部
構
成
で
開
催 

昼
の
部
２
時
～ 

夜
の
部
７
時
～ 

次
回
３
月
７
日
見
学
歓
迎 

 
 

 ◆
会
員
無
料
法
律
相
談 

 

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律 

 

相
談
会
で
す
。 

 

次
回
２
月
22
日
（水
） 

 

午
後
２
時
か
ら
（要
予
約
） 

 

◆
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ 

 

２
月
27
日 

２
時
か
ら 

 

赤
羽
文
化
セ
ン
タ
ー 

 

参
加
費
２
０
０
円 

 

親
切
丁
寧
を
モ
ッ
ト
ー
に 

 

開
催
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

◆
第
９
回
城
北
法
律
セ
ミ
ナ
ー 

 

２
月
24
日
（金
）６
時
半
～ 

 

豊
島
区
立
生
活
産
業
プ
ラ
ザ 

講
演
・成
年
後
見
人
っ
て
な
に
？ 

 

◆
北
法
セ
ミ
ナ
ー 

遺
言
と
相
続
の
話 

 

３
月
９
日
（金
）６
時
～ 

 

北
法
ビ
ル
３
階
会
議
室 

 

講
師
・弁
護
士 

坂
田
洋
介 

 
 
 
 
 

弁
護
士 

金
井
知
明 

 

相
続
の
基
本
か
ら
遺
言
制
度 

 

に
つ
い
て
分
か
り
易
く
お
話
し 

 

ま
す
。 

 

◆
さ
よ
な
ら
原
発
in
飛
鳥
山 

 
 

３
月
11
日
（
日
） 

２
時 

 
 

飛
鳥
山
公
園
集
合 

 

大
震
災
・原
発
事
故
か
ら
１
年 

 

目
を
迎
え
る
こ
の
日
、
区
民
集 

 

会
を
行
い
ま
す
。
ご
参
加
を
！  

共
済
会 

 

第
８
回
中
小
企
業
の
ま
ち

民
間
サ
ミ
ッ
ト
が
２
月
４
日
５

日
の
２
日
間
、
東
京
大
田
区

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
体
で
は
１
８
６
人
が
参
加

し
、
北
区
民
商
か
ら
１
名
が

参
加
。
初
日
４
日
の
早
朝
か

ら
、
大
田
の
も
の
づ
く
り
事
情

を
視
察
す
る
ツ
ア
ー
が
行
わ

れ
、
３
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

大
田
区
で
は
、
工
場
ア
パ
ー
ト

政
策
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
の
一
つ
、
テ
ク
ノ
ウ
イ
ン

グ
に
入
る
㈲
宗
像
工
業
所
さ

ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。
５
階
建

て
の
テ
ク
ノ
ウ
イ
ン
グ
は
、
工

場
街
の
宅
地
化
が
進
む
中

で
、
新
住
民
と
町
工
場
が
同

居
で
き
る
街
づ
く
り
に
一
役

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
電
気

し
た
。
単
価
が
切
り
下
げ
ら

れ
る
中
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
を
導
入

し
「ロ
ッ
ト
数
を
こ
な
す
中
で

売
上
の
確
保
を
し
よ
う
」

と
、
思
っ
た
そ
う
で
す
が
、
最

新
機
械
を
入
れ
た
途
端
に

「作
業
効
率
が
良
く
な
っ
て

楽
に
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ん
だ
か
ら
も
っ
と
単
価
を
下

げ
ろ
と
言
わ
れ
、
な
か
な
か

元
が
取
れ
な
い
」と
、
厳
し
い

状
況
を
話
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
蒲

田
民
商
の
仲
間
と
共
に
、
互

い
の
技
術
力
を
活
か
し
な
が

ら
、
仕
事
興
し
・製
品
作
り

が
で
き
な
い
か
と
、
工
業
部

会
で
討
議
中
だ
そ
う
で
す
。

「待
ち
工
場
」か
ら
の
脱
却

の
展
望
や
夢
を
語
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
の
全
体
会
で

は
、
被
災
地
か
ら
の
報
告

や
、
東
大
阪
な
ど
６
団
体
の

代
表
者
が
地
域
経
済
の
活

性
化
に
欠
か
せ
な
い
中
小

零
細
企
業
へ
の
施
策
と
仕

事
お
こ
し
に
つ
い
て
の
経
験

が
報
告
さ
れ
た
後
に
７
分

散
会
で
交
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。  

 

ま
た
、
板
橋
区
舟
渡
３
丁

目
の
「地
区
計
画
制
度
」が

話
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
住
宅
地
と
工
場
の
創

業
環
境
を
守
る
な
か
で
、
自

治
体
の
役
割
が
大
き
い
こ

と
な
ど
も
報
告
。
北
区
で
の

田
端
新
町
の
変
貌
ぶ
り
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
報
告

を
聞
い
て
き
ま
し
た
。 

 

日
本
の
物
づ
く
り
を
守

る
…
地
域
経
済
を
支
え
る

中
小
業
者
に
光
を
あ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
労
働
者

が
集
う
民
間
サ
ミ
ッ
ト
の
可

能
性
と
重
要
性
を
痛
感
し

た
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

次
回
は
墨
田
で
開
催
！ 
  

墨
田
民
商
の
小
林
副
会

長
が
閉
会
の
挨
拶
に
た
ち
、 

「次
回
は
墨
田
で
行
い
ま

す
。
今
、
墨
田
は
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
５
月
開
業
で
浮
か

れ
て
い
ま
す
が
、
地
元
で
は

観
光
に
来
る
お
客
さ
ん
が

み
な
浅
草
へ
流
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
さ
め
た
目
で
見
て

い
ま
す
。
墨
田
区
は
１
０
０

億
円
以
上
も
か
け
て
タ

ワ
ー
周
辺
の
整
備
に
使
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、タ
ワ
ー
に
隣

接
す
る
商
業
施
設
は
あ
ま

り
に
も
家
賃
が
高
す
ぎ
て

地
元
自
営
業
者
は
入
店
で

き
な
い
有
様
で
す
。
い
ま
日

本
は
、東
日
本
大
震
災
の
復

興
、
福
島
原
発
の
被
害
、
消

費
税
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の

是
非
な
ど
難
題
続
き
で
す

が
、
こ
の
中
で
地
域
の
活
性

化
と
労
働
者
の
雇
用
を
ど

う
守
る
か
、
中
小
業
者
の
仕

事
を
確
保
す
る
な
ど
が
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
企

業
や
ア
メ
リ
カ
の
言
い
な
り

で
な
く
国
民
と
中
小
業
者

本
位
の
政
治
を
取
り
戻
し

て
営
業
と
く
ら
し
の
向
上

を
勝
ち
取
り
た
い
と
思
い
ま

す
。次
回
は
、墨
田
で
の
第
９

回
民
間
サ
ミ
ッ
ト
を
大
勢
の

参
加
と
ご
協
力
で
成
功
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に

お
願
い
し
て
閉
会
の
挨
拶
と

し
ま
す
。
」と
、
２
日
間
を
締

め
括
り
ま
し
た
。 

て
き
ま
す
。 

 

今
年
は
全
商
連
創
立
60
周

年
に
よ
り
郵
送
検
査
の
結

果
、
「
陽
性
（
＋
）
」
に
な

り
２
次
検
査
を
受
け
た
共

済
加
入
の
方
に
は
、
費
用

の
一
部
と
し
て
５
千
円
補

助
し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る

方
は
、
地
域
役
員
ま
た
は

本
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

 

 

早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
な
に
よ
り
で
す
。
陽
性

反
応
の
方
は
迷
わ
ず
２
次

検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。 

 

１
月
末
の
段
階
で
、
７
名

の
方
が
検
体
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
確
定
申
告
な
ど
で
忙
し

い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

２
月
末
の
〆
切
ま
で
あ
と
少

し
！
早
め
の
ご
提
出
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 
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中
小
業
者
の
み
な
ら
ず
区
職
労
や
病
院
職
員
な
ど
が
参
加
す

る
民
間
サ
ミ
ッ
ト
の
は
じ
ま
り
は
、
10
都
市
の
行
政
側
が
１
９
９

７
年
に
「中
小
企
業
都
市
連
絡
協
議
会
」を
結
成
し
、
「第
１
回
中

小
企
業
都
市
サ
ミ
ッ
ト
」（隔
年
開
催
）を
東
大
阪
市
（５
月
）で
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
「不
況
打
開
大
田
区
実
行
委
員
会
」が
事
前
に

知
り
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
該
当
す
る
都
市
の
運
動
団
体
に
「中
小

企
業
の
ま
ち
民
間
サ
ミ
ッ
ト
」開
催
を
呼
び
掛
け
て
同
年
５
月
に

同
じ
東
大
阪
市
で
開
催
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
し
た
。 

テクノウイングに入居の宗像さん 

多摩川沿いの㈱東亜さん 

展望を語る佐々木さん 

 

共
済
会
で
取
り
組
ん
で

い
る
大
腸
が
ん
検
診
は
、

１
９
４
名
の
方
か
ら
受
診

の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、

２
月
29
日
（
水
）
ま
で
に

大
腸
が
ん
検
診
キ
ッ
ト
を

郵
送
く
だ
さ
い
。
数
日
中

に
、
検
査
結
果
が
送
ら
れ

夢 し ぐ れ 東 長 崎 バ フ ー 寮 
 1970 年、国立の近代美術館において、ある男が鉄パイプを振る

い、展示された絵画を破損させる事件が起こる。日本が誇る画家

たちによるそれら作品群の中に、靉光のものも含まれていた。 

 絵を描く事に全てを賭け、そして戦争に散った靉光。そんな彼の

作品が、なぜ幾星霜も経て無残にも傷つけられなければならな

かったのか？ 

会場：あうるすぽっと（豊島区立舞台芸術交流センター） 一般 5,500 円 

３月 14 日 15 日 16 日 17 日 18 日 19 日 20 日 21 日 22 日 23 日 24 日 25 日 

14 ： 00   ●   ● ● ● ● ●     ● ● 

18 ： 30 ●   ●           ● ●     


